
未来先導大学院推進本部実践教育チーム特任教員公募要領 
 
新潟大学では、文部科学省が公募した令和７年度「未来を先導する世界トップレベル大学

院教育拠点創出事業」に採択され、「徹底した国際拠点形成（国際化）」と「徹底した産学連

携教育」の実施を通じて、豊かな学識と国際性、高度な実践性を身に付けた博士人材を育成

する機能を高めるとともに、組織内の資源配分の見直し等を通じて、質の高い博士人材の増

加を図る大学院教育拠点を形成することを目的として、本事業を実施しています。 
本学は、10 年後の大学院の Vision として、高度な専門性と文理融合・分野横断の学際的

環境のもと、「総合知」を創出する教育と社会共創事業と産学連携の場を活用した実践型大

学院教育によって、総合知・実践力を備えた複合的社会課題を解決できる「博士イノベータ

ー」を養成する大学院教育拠点を形成し、博士の学位取得者の増加を図ります。 
新潟大学では、本事業における実践型大学院教育を推進するため、未来先導大学院推進本

部に実践教育チームを設置し、企業・自治体等が抱える課題や地域課題を、本学の研究・教

育資源と結び付け、博士人材の育成に資する実践教育へと展開する取組を進めています。同

チームでは、産学・地域連携を通じて発掘された課題を教育テーマへと転換し、アントレプ

レナーシップ、社会実装・事業化等に関する実践教育科目の設計・実施・評価、学生への指

導・メンタリング、並びに学内関係部局及び学外機関との連携・調整を一体的に行います。

これらの取組を通じて、社会の複合的な課題に向き合い、研究成果を社会実装へとつなげる

力を備えた「博士イノベーター」の育成を強化するため、以下の要領で未来先導大学院推進

本部実践教育チーム特任教員（特任教授又は特任准教授）を募集します。 
※本事業の概要については、以下 URL をご参照ください。 
 https://www.niigata-u.ac.jp/flags-jp/ 
 

１．職種・人員 
特任教員（特任教授又は特任准教授） １名 

 
２．所属 

未来先導大学院推進本部実践教育チーム 
 
３．職務内容 

未来先導大学院推進本部実践教育チームにおいて、企業・自治体等が抱える課題や地

域課題を本学の研究・教育資源と結び付け、大学院博士後期課程の学生の実践的な能力

を育成する教育の企画・実施を担当していただきます。採用後は、実践教育チーム並び

に学内外の関係者と連携し、主に以下の業務を担当していただきます。 
(1) 企業・自治体等が抱える課題や地域課題を題材とした、大学院博士後期課程の学生

向け実践教育科目・プログラムの企画、実施、評価及び改善に関する業務 
(2) 上記(1)の教育に係る学生指導並びに学内関係部局及び学外機関との連携・調整に関

する業務 
(3) その他、未来先導大学院推進本部長が必要と認める業務 

 



４．応募資格 
(1) 博士の学位を有すること、又はこれと同等の教育研究上若しくは実務上の業績を有

すること 
(2) 学内外の多様な関係者と協働し、教育プログラムの企画・実施に意欲的に取り組む

能力と熱意を有すること 
(3) これまでの教育研究歴又は職歴において、実践的な教育、プロジェクト型の活動、

産学・地域連携、学生若しくは若手人材の育成のいずれかに携わった経験を有する

ことが望ましい 
(4) 採用後、新潟市又はその近郊に居住可能であること  

 
５．雇用条件等  

(1) 勤務地      新潟県新潟市西区五十嵐二の町 8050 番地  
 
(2) 給 与      年俸制（国立大学法人新潟大学特任教員等及び短時間勤務特任 

教員等給与規程に基づき、職歴及び職務経験等を勘案して 
支給）  

(3) 採用予定年月日  令和９年１月１日以降できるだけ早い時期 
(4) 任 期      令和９年３月３１日まで 

（再任可：最長、令和１２年３月３１日まで） 
(5) 勤務形態     勤務時間：裁量労働制 みなし労働時間：1 日 7 時間 45 分 

休日：土・日曜日、祝日、年末年始の休日等  
(6) 社会保険     文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険 

 
６．応募方法・応募書類 

応募は、Web 応募のみとし、JREC-IN Portal の公募ページから行ってください。 
応募書類は、以下を全て A4 判用紙・書式任意で作成し、PDF ファイルでご用意くだ

さい。  
(1) 履歴書（学歴、職歴、学会・社会における活動、これまでに取得した資格、賞罰） 
(2) 業績リスト（著書、翻訳、学術論文（査読付きのものは、その旨を明記）、学会発表、

教育実績、実務上の業績、及びその他に分けて A4 判用紙に記載してください。）  
(3) これまでの教育研究の概要若しくは実務の概要と本学に採用された場合の抱負を

1,600 字程度にまとめたもの（様式任意） 
 
７．選考スケジュール 

(1) 応募期限：令和８年１０月１５日(木) 17:00（期限厳守） 
(2) 選考方法：書類選考による第１次審査を行い、第１次審査通過者へは面接による

第２次審査を行います。第２次審査は、本学にて１１月上旬の実施を予定していま

す。面接の日時は、別途本人宛に通知します。また、対面で面接を行う場合、旅費

は本人負担とします。 
(3) 選考結果：決定次第、本人宛に通知します。 



 
８．問合せ 

問合せは原則として電子メールでお願いします。 
（問合せ先） 

  〒950-2181 新潟県新潟市西区五十嵐二の町 8050 番地  
新潟大学学務部教務課大学院支援係  
TEL：025-262-6543 
E-mail：flags.adm@niigata-u.ac.jp 

 
９．その他 

(1) 本学ではダイバーシティ推進センターを設置し、女性研究者支援を推進しています。

教員公募においても女性研究者の積極的な応募を歓迎します。 
(2) 応募に関する秘密は遵守します。また、本公募手続きにより本学が取得した応募者

の個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」に基づき適正に管理し、選考以外に

使用しません。 


